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ポ ウの耽美 的な 作品の 中で も,と りわけ 耽美的 な ロマ ンスで あるr約 束 ご と』(`The

Assignation')を とりあげて,tウ の意 味す るこの作品 にお ける楽 園の概 念につ いて考 え

て みた く思 う。 この作品 は,わ が 国で は もちろんの こと,あ ま り重 要視 されて い る作 品で

はない。 しか しこの作品 は,楽 園 とは,ま た 至福 とは,と い うことについて,き わ めて熱

烈 な願望 を も って 書かれ た 作品 で ある。 美の ための美 とか,あ るいは ロマ ンス至上主 義 と

い う言 葉が,こ れ ほ ど適 切に もちい られ ることので き る作 品 は,ポ ウの作 品 中で も,詩 を

のぞ けば,少 ない といえ る。

r約 束 ご と』 は,死 を 越え た彼岸 の 世界で成 就 され る恋を えがいて い る。卑 近な表現 を

す れば,い わ ゆ る心中を遂 げ る ことによ って完結 され る恋物語 であ る。 フ ランス文学 な ど

の伝統 とな ってい る姦通 とい うテー マ,そ うい った 西洋的 文学 の 一1三流か らみれ ば,こ の作

晶 の 【珪界 は非常 に特 殊で あ る.巾 世の騎}道 的 な伝統 を ひいて い ると思 われ るプ ラ トン的

愛 といわれ るものの系譜 は,た しか に 西洋 文学 の中に 存在 して い る。 例 えばrヴ ェルテ

ル』 な ども自殺を 肯定 し)葦化 して い る。 しか しそれ らは いずれ も,ど ち らか といえば消極

的 ・敗北的 な匂 いが ただ よ って い る。 それに反 して,「 約 束 ご と』 は,も っ と積極的 に,

美 を創造 す るた めの完結 点 と しての 死 とい う観念 に 、「ノニって い る。非常 に 積極 的 に,陶 酔死

とい う概 念を 発展 させて い る。 そ して構 成を聖 書の比1叡 こ対応 させて い る。 この こ とにつ

いて は後述す る。 ロー マ ンk義 の1乍晶 の 多 くが死 をテ ーマに して い るとはい って も,そ れ

は あ くまで もmemelltOmOl'i(死 を忘れ るな)と して の警告 の範 囲 内の ことであ った。 不

安や恐怖 の対 象 と してで あ った,ま た死 の勝 利を印 象づ け るた めの もので あ った。 「赤死

病 の仮 而」 な どその典型で あ る,し か し,生 へ の執 着 を もたぬ とい うこ とか ら出発 して,

死へ の親近 感 とい うべ き ものが生 じて くるとい うことは,世 紀末 的現 象 とい うべ きだ ろ う

か。 この作flllf_1には,死 を克服す るため の輪廻 とい う概念 もみ られな い。 宗教 を喪失 した時

代 を背景 とすれ ば,死 とい うもっとも未 知な神 秘へ の限 りない探求精神 か ら,こ の作 品 に

み られ るよ うな死へ の憧憬 あ るいは それへの期 待 とい うべ き否定的 方向を志 向す る とい う

ことは,一 つ の当然 の帰結で あ るといえ るか も しれ ない。 °lt¥ウの場合,愛 す る妻に死別 し

た こ とは大 きな誘 因にな って この ことが 彼の作品 の内的 世界を決 定 した よ うにいわれて い

るが,か な らず しもそ うとは いえない。 妻ヴ ァー ジニ アの死 は,ポ ウ自身の死 の2年 前,

彼38才 の とき,1846年 の ことであ る。r約 束 ご と』が`SouthernLiteraryMessenger'に

は じめて発 表され たの は,1835年,ポ ウ26,ヒ の時 で ある。 母親へ の思}"iコCがダブル ・イ メー

ジ と して底流 に あ るか も しれな い。 天性 の傾向 に負 うのか も しれ な い。 しか しこれ まで 個

人的 要因が 強張 され す ぎて きた よ うに思 われ る。t°ウは歴史感覚 が鋭 く先見の 明が ある。

ときには想像 力が 先ば しって しまうこ とが あるが,Poeの 時代背景 か ら影 響を受 け る外 的
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要 因 もまた,同 様に強張 され ねばな らないだ ろう。科学主義 とローマ ン1三義 とい う二 つの

極が併存 した時代で あ って,ポ ウの作品は その矛盾 に苦悩 してい る。

前述 の死のテー マにもどる。愛 す る人 と死に よって 引き裂か れ るとい うどう しよ うもな

い空 隙は,死 を突破す るこ とによ って しか埋め られ るこ とが で きない。死後 の 世界 は存在

しない,魂 は土 に返 り,無 に帰す,と 簡単 に人間の心情 は割 り切 ることがで きない。 その

ような唯物論 の非情 を拒絶 し,不 可 知の他界 において も なん らか の 存続を 希求す ること

は,人 間の もっとも大 きな普遍的願望 であ る。 その証拠 に,来 世を想 定 しない宗教が あ っ

ただろ うか。 キ リス ト教,仏 教 はい うまで もな く,中 世 の錬 金術の長 い歴史,中 国の神 仙

思想,エ ジプ トの墳墓 サ ラセ ンの極楽浄土,こ れ らはすべて人類 の不老不 死,永 生への

願 望で ある。死 とい うものが避 けるこ とので きない ものな ら,せ めて それ を美化 しな けれ

ば な らない。現 世の よろこびが束 の間 のよ ろこびであ るな ら,む しろそのよ うな もの は捨

て て しま って,永 却の 中にみずか ら身を投 じて 自由になる とい うことも,魂 の一 つの尊権

と主体性 で あるか も しれ ない。 キ リス トの言葉 に,「 私 を信 ず るものは,た とえ死んで も

生 きる」 とあ るが,こ れな どは,自 己の存続 への執念 と同時 に,愛 す る者 の死を 見た者の

ど うしよ うもない絶望 の中の最後 の希望であ る。 「彼岸 に着 きて,や がて会いなん,愛 で

に し者 と」1)と い うキ リス ト教徒 の言 葉は,ど のよ うに希望 の薄 い もので あって も捨 て切

る ことので きない最後 の希望 であ る。迷い に等 しいこのよ うな希望 に執着す るな ら,ど の

よ うな神 に帰依す るのであれ,そ の信念 は宗教 の世界に属 して いるといえ るだろ う。

「約束 ごと』 は,聖 書の比喩を借 りて いる と前述 した。 この ことについて以 下指摘 した

い。 しか し,こ の作 品の構成 が聖書 の比 喩によ ってい ることは,作 者 の宗教 がキ リス ト教

的で ないとい うことの妨げ にな る ことはけ っ してないので ある し,た んな る文学上の詩的

修辞 と して聖 書の イメー ジを作者が 用い ることを妨 ぐもので はないのであ る。 聖書的比 喩

を用い るとい うことと,ポ ウが キ リス ト教徒的で あ ったかど うか とい う問題 とは,こ の際

なんの関係 もな いのであ る。 その ことをふ まえた上 で,作 品の構 成 のこと,そ の もととな

る聖書の構成 のこ とについて述 べた い。 そ うす ると,_}.°J'ウが この作品 において意味 した こ

と,一 つの理想 像,一 つ の楽 園の姿が浮び上 って くる。

念 のために,こ の作 品の 概要 を述べ た方が よいか も しれ ない。 場所 は イタ リア,ベ ニ

ス。 時はおそ ら く夏,真 夜 中に近 いあ る夜,「 私」(narrator)が 運河 を ゴ ン ドラに乗 って

家路 につ いて いた とき,サ ン ・マル コ運河 を通 って 「嘆 きの橋」(BridgeofSighs)の 近

くまで来 た とき,突 然一人の女性 の鋭 い悲鳴 を耳 にす る。 たちまち一千 ものたい まつの光

が侯 爵邸 を明 る くす る。子供が母 親の腕か らすべ って,高 い窓 か ら暗い運河 の中へ落 ちて

しまった。男達 によ って捜索 がな されたが,む な しか った。邸 の入 口の敷石 の 一ヒにけ っ し

て忘れ ることので きない人の姿が立 って いた。 それはヴ ェニス中の憧れ であ る美 しい アフ

ロデ ィーテ侯 爵夫人で あった。陰謀家 の老 メン トー二の若 い妻で あ り,最 初に して一人子

のあの水 に沈んで しまった子供 の母親 の姿であ った。彼女 は大理石 の彫 像の ように じっと

そ こに立 って いた。 しか し不思議な ことに,彼 女の目は暗い水面をみつ めて いるので はな

くて,彼 女 の邸 の真 向いにあ る旧共和 国の立派 な建物 であ る牢獄の窓を じっと見ていた・

彼女 のす ぐ近 くにサテ ィル スの よ うな 老 メン トー二が いた。 あ らゆる 努力が むな しか っ

た。 すべ ての人が あき らめて しま ったよ うに思われ た。す るとその とき,外 套 に くるま っ

た一 人の男 の影が その旧共和 国の高い牢獄の窓か ら運河 に飛 び こむのが 見られ た。一瞬 に

して,そ の男 は,ま だ息 を してい る子供を つか んで敷石 の上に侯爵夫人 と並んで 立 ってい
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る。薄衣を まとっただ けで ス リッパを は くの も忘れ たヴ ィーナ スのような メン トー二夫人

と,今 や水で重 くな りマ ン トが ほどけて足 もとに落 ちて しまったため,美 しい体格を あら

わ して立 っている一人の青年 と。 子供 は 他 の者が受 け取 って 邸 の中へ 連れ去 って しまっ

た。青年 は一言 も話 さなか った。 しか し夫 人はど うして顔を赤 らめ胸を動悸 させてい るの

だ ろうか。強 くけいれん したように 青年の手を とらえて,夫 人は 不思議な 言葉を 口にす

る。 「私」 の聞 き違いではないだ ろうか。夫人 は低い声で こん なふ うにつぶ やいた。
"Tho

uhastconquered‐thouhastconquered‐onehouraftersunrise‐weshall

meet‐soletitbe!"

「あなたはお勝 ちになりま した。 日の出の1時 間後 に私達は会 うことに致 しま しょう。

そう しま しょう。」

物語は,こ こで一 つの クライマ ックスを終 え る。騒 ぎがお さまって,気 がついてみると

その青年 と 「私」だ けが残 されて いる。舟 でお送 りしま しようとい う 「私」の申 し出が受

け入れ られて運河を行 くとき,二 人は知遇 であ った ことがわか る。明朝早 く訪 ねて ほ しい

と青年 が 「私」 に乞 う。早朝 「私」は彼を訪れて,彼 の豪華な特異 な装飾 をほど こした私

室に案 内 され る。教養 と格調 の高い会話 がかわされ る。笑いなが ら死ぬ とい うことはもっ

とも高貴 な死であ ろう,と その青年がい う。彼 は長椅子に身 を横 たえて,自 嘲的に笑 って

神経 をたかぶ らせた り,沈 み こんだ り して いる。執事が 日の出の一時間後を知 らせ る。 そ

してと うと う彼は,「 さあ」 とい って 「私」を うながす。 「さあ,朝 はまだ早 いけれ ど,

飲 みま しょう。」彼 は,「 酔 って しまった」 といって,長 椅子 に横たわ る。 そのとき メン ト

ー二家の小姓がかけ こんで きて
,「 奥様が,奥 様が毒 を飲んでお亡 くな りにな りま した」

と知 らせ る。 呆然 として 「私」が青年 を起 こそうとす ると,彼 の手足は固 く冷 く,も はや

この世の人ではなか った。 これが第二 の クライマ ックスで あ り,終 局である。

以上の物語 には二,三 の疑 問点が ある。運河 に落 ちた子供はほんと うに母親の手か らす

べ り落ちたのだ ろ うか。 見知 らぬ青年が子供を運河か ら救い出 した とき,メ ン トー二夫人

が青年 にささやいた言 葉は何を意味す るのだろ うか。何を征服 し,日 の 出の一 時間後 に会

うとい うのは どうい うことか。 このよ うに意味 の不明であ るとい うか,意 味の伏せ られた

個所 がい くつかあ る。 この作品 の冒頭には,モ ッ トーと して次 のよ うな言葉が置かれてい

る。

Stayformethere!Iwillnotfail

Tomeettheeinthathollowvale .

(か しこにてわれを待 ちたまえ,あ のうつ ろな る谷 にて,か な らず や御身 と相見ん。)

これはChichesterの 司教HenryKingが 妻の死に臨 んで よんだ言葉 と してポ ウは引用

してい る。 これは彼岸での再会を約束 した言 葉で あるか ら,こ の意味 はす ぐ理解 できる。

AphroditeMentoni夫 入 と青年が,再 会 を約束 して,た がいに離れた場所 で毒薬 によって

他 界 したことをい うので あろ う。ふつ うのいわゆる心中 もの といわれ るものの場合,恋 人

たちが たが いに場所 を違 えて死に臨むなどということはあ りえな い。 「ロメオとジュ リエ

ッ ト」の場合 も偶然 の行 き違いにすぎない。r約 束 ご と』 にお けるよ うな離ればなれの心

中の約束は,不 可能 にひと しい信頼 をたが いに要求 している。不可能にひと しい約束 とい

うのが,こ の作品の もっとも独 自な内的世界であ って,こ の作品の頂点をな してい る。 こ

の作品において は,頂 点 はClimaxで あると同時に,キ1」 ス ト教的な意味でのCulmination

(最 高点,極 致)で もあ って,主 人公たちの ロマ ンスの終結点 である。すでに指摘 したよ
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うに,も う一つ頂点 があ る。 それ は,も しか す ると夫 人は彼 女の最 初 のそ してただ一 人の

子供 をわ ざと運河 に落 した のではな いだろ うか とい う疑惑で あ る。 も しか す ると二 人はな

にか賭 の よ うな約束を して いたのか もしれ ない。彼 女の も っとも大 切な宝を犠牲 に して。

愛情,信 頼,勇 気な ど,な にか そ うい った純粋 に精 神的 な資格 の こ とで。 そ うで なければ

「あなた はお勝 ちに な りました」 とい う彼女 の言 葉が意味 を もた ない。 作者 は,こ の点 に

ついて は,そ うで はないか と 推 測で きる程度の 暗示 に とどめ,そ れ以上 には 触 れて いな

い。 このなにか賭の よ うな約束が,こ の作品 の もう一 つの頂点を な してい るので あ る。二

つの約束 は,一 つ は子供の生命 を賭 けた ものであ り,も う一つは 恋人た ちの生命 を賭 けた

もので ある。 高 い危 険率,理 性 では不可能 に近い確率 に もとつ く希望,そ のよ うな危険を

おか して,彼 らが もっとも尊 い犠牲 を捧 げよ うと した神 とは,そ の祭壇 とは何か。い うま

で もな く,そ れ は,次 のよ うな,ロ マ ンスの魂(GeniusofRomance)と ポ ウの名づ け る

ところの もので あろ う。

YetIremember‐ah1howshallIforget?‐thedeepmidnight,theBridgeof

Sighs,thebeautyofwoman.andtheGeniusofRomancethatstalkedupanddown

thenarrowcanal.

(し か し覚 えてい るのは一 ああ,ど う して忘れ るはずが あろ う一深 い真夜 中,「 ため息

の橋」,女 の美 しさ,狭 い運河 を忍び やか に上 下す る 「ロマ ンスの霊 」 などの こと)

二つ の約束 につ いて考 えて みよ う。聖書か らの比喩 とい ったが,そ の ことについて説 明

しな けれ ばな らな い。 い うまで もな く,聖 書 が もつ もっとも大 きな意味は救 い とい う概念

で ある。 その救 いの体 系は,二 つの約束 によ って啓示 され てい る。 すなわ ち古い約束 と新

しい約束,新 約聖書 と旧約聖書(theNewTestamentandthe()ldTestament)で あ る・

Testamentと は,誓 約 とか聖 約 とか訳 されて いるが,語 源的 には,witness(証 言す る,

目撃す る)やtestify(試 錬 に よって 証 しす る)な どの意 であ る。covenantやlastwil1(契

約,遺 言)な どの意 に用い られ るのはギ リシ ャ語 か らの誤訳 の結果で あ るら しい2>。 恋人

たちは,試 錬 によ って なにかを証 し(testify)し ようと したので ある。 それ は,魂 の不死,

愛,犠 牲,勇 気,美 な どあろ う。 そ して 語 り手 の 「私」 は,彼 らの行為 と,ギ リシ ャの神 々

の 彫像の ような姿を見,証 言(witness)し た ので あ った。 また表題のAssignationの 意味

は3),① 指示,選 定,② 会見(特 に密会 の場所 ・時刻 の)約 束,恋 人の あいび きの約束,

③(財 産,権 利 などの)譲 渡,と な って い る。 ①② は容 易に理解 で きると して,③ の意 も

また,こ の作品で 大 きな意味 を もって い る。 聖書で は,試 錬 にたえて,天 国に入 るこ とを

許 された者 に,天 国 と至福 が譲渡 され ることにな って いるか らで ある。

聖 書の場合,第 一 の約束 とは,未 来にお いて魂 の救済者(Messiah)が つかわ され るで

あ ろうとい う神か ら人間に与え られ た約束で あ る。 人hは この予 言を信 じて数千年 間待 ち

続 けた のであ った。 やがて イエ ス ・キ リス トが 出現 して,こ の第一 の約 束が成就 された。

メン トー二侯爵夫 人がただ一人 の子供を犠牲 に しよ うとした ことと,神 の一 人子 イエ ス ・

キ リス トの受 難 とイ メー ジが だぶ っては いないだ ろ うか。 第一 の約 束が果 されて,1日 約 の

世 界が終 る。一度運 河に落 されて失 なわれた子供が上 げ られて再 び生命を得 た とき,今 ま

で とは違 った 世界が ひ らかれ る。 水を くぐるとい うことは,洗 礼 や新生を象徴 す る儀式で

ある。 恋人た ちは奇 蹟を行 い,試 錬 にたえて,第 二 の試 錬を行 い至 福を獲得 す るた めの資

格 を もつ。 キ リス トが 「私 は道 な り」 とい った あの第一 の関門 を通 過す る ことがで きた。

そ して彼 らは,第 二 の新 しい約束を かわす。 そ して新約聖書 の説いて る新 しい約束 とは,

一30一



E・A・ ポ ウの 『約 束 ご と』 の 世 界

い うまで もな く,こ の 世の終 末の 予言で あ る。 その ときイエ ス ・キ リス トが,神 ととも

に,裁 く人 と して救済者 として再臨 し,天 国が有資格者 に譲渡 され るとい う約束 で ある。

第一 の約束が果 されてか ら,す で に二 千年 が経 過 しよ うと して い る。 人 々は,天 変地異,

厄病,戦 乱 の起 こるた びに,こ れが約 束 された終末 であ ろ うか と恐れ ると ともに,天 国の

ま じかで あ ることを期待 して きた。 ポ ウは鋭 い危機 意識 や,終 末 意識 の強迫解 念 に悩 ま さ

れ ていた。 肉体 の死 は避 け られ な くとも,魂 の死は避け なけれ ばな らない。 しか しキ リス

ト教徒で ない ものは,ど の神を信 じた らよいのであ ろ うか。 自己の魂 のあ るいは愛す る人

の魂 の消滅 の不安に たい しては,ど の神にすが れば よいだろ うか。人 々が数千年間 見えな

い希望 にすが って神 の約束 を信 じたよ うに,不 可能 と思われ るものの 中の見えな い一筋 の

くもの糸 を信 ず る しかない。 とろ こが,キ リス トが 「私 は道 な り,真 理 な り。私 を信 じる

ので なけれ ば,神 の もとに行 くことはで きない」4)と い う言 葉 は,キ リス トを信 じるので

なけれ ば神は あ りえず,不 死を望む こ とはで きない と宣言 して い るので あ る。 それで は懐

疑論者 は絶望 に甘 んず るか といえば,そ れ もで きない。 論理 を越 えた ものを信 ず るこ とが

で きない懐 疑論者 が全 く不 可能 と思 われ るものの 中になお希望 をつなが なければおれ ない

とい うことは,懐 疑 的 ロマ ンテ ィス トの悲 しい矛盾 であ る。 それ ともポウは単純 に輪 廻的

な魂 の不滅を信 じたにす ぎなか った のだ ろ うか。 そ うではあ るまい。 不可能 を可能 と信 じ

ることが信 仰の精髄 で あ って 未 知の もの 論理 に さか ら うものを 信 じることが 宗教 の本 質

で あ る。 その ような信仰 を完 うす る者には じめて宗教の奥義 が啓示 され るので あ る。 そ う

い った宗教 的弁証法 の矛 盾の 中に,は じめて 真理 の奥義が啓 示 され るので ある。 そのため

経 典 の比ICIIi;はみ な謎にみ ちて い る。 経典 の黙 示的性格 はその よ うに解 釈 され るべ きだ と思

う。r約 束 ご と」が謎 めいた作品 であ るこ と,意 味 の伏せ られた部分 が多 いこ とはすで に

述 べた。 この ことについては くわ し く後述す る。 恋 人たちがたが いに他方の死 を確 認す る

ことな しに,た だ他方 の死を信 じつつみずか ら死に臨む とい うことは,お そ ら く信 ず ると

い うことが もっと も大 きな重み を もつ限界で あ ろうと 思われ る。 これ は 宗教 的信仰 に 相

当す る。 しか し主 入公 の青年 は,懐 疑論者 であ るか ら,そ の よ うな盲 目的行為 をあえて し

よ うとす る自分 を自嘲的 に笑 う。 近代人 で信 仰を もってい ると自負す る者 は,良 心的で あ

れば あ るほ ど,信 仰にた いす る確 信 と お そ ら く同程度 の それへ の 懐疑 に 悩 んでい るとい

われ る。
"Besides

,somethingsaresocompletelyludicrousthatamanrreustlaughordie.

Todielaughingmustbethemostgloriousofallgloriousdeaths!"

(そ の 上,世 の中 には,あ ん ま り馬鹿 げてい るので,笑 うか死ぬ かせず にはおれない

もの もあるんだ よ。笑 いなが ら死ぬ って ことほ ど,す ば ら しい死に方は ない と思 うよ。)

そ うい って 青年は,自 己を分析 し懐疑 と自嘲 に悩みなが らも,夢 の追求,美 の創造,情

熱 の昇華 に生命 を賭 け る。 高貴 な魂 の悲 しい行 為で ある。 ロマ ンテ ィス トの死 は,彼 自身

に とって は夢 の成 就で あ る。死へ の憧 れ,死 へ の志向 は,狂 信 的な 自滅 作用 とい う危 険性

の一 面 とと もに,純 粋 さや もの のあわれ とい う美 の反面を もつ。 来 世は存 在 しないか も し

れな い,恋 人は裏 切 るか も しれ ない,,や りきれな い気持 を青年 はアル コール の陶 酔をか り

て しず め ようとす る。 「私」 は彼を次 の ように批評 す る。

-illfatedmysteriousman?‐bewilderedinthebrilliancyofthineownimagination
,

andfallenintheflamesofthineownyouth

(幸 うす き謎の人 よ。 みずか らの想 像の輝 きに心 まどい,み ずか らの青春 の焔 の中に倒
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れ し人 よ 。)

「私 」 は さ ら に 続 け て い う 。

Therearesurelyotherworldsthanthis‐otherthoughtsthanthethoughtsofthe

multitude‐otherspeculationsthanthespeculationsofthesophist.Whothenshall

callthyconductintoquestion?Whoblametheeforthyvisionaryhours,ordenounce

thoseoccupationsasawastingawayoflife,whichwerebuttheoverflowingsof

thineeverlastingenergies?

(た しか に こ の 世 と は 違 っ た 世 界 も存 在 す る の だ 。 衆 愚 の 思 想 と は 異 な る 思 想 が あ り,

範 弁 家 の 思 索 と は 別 個 の 思 索 が あ る の だ 。 と す れ ば,誰 が,君 の 行 為 に 異 議 を さ し は さ

み 得 る だ ろ う か,君 が 幻 想 に ふ け る か ら と い っ て,誰 が 君 を と が め,あ る い は,君 の 夢

想 を 人 生 の 浪 費 な り と い っ て 責 め る も の が あ ろ う か 。 君 の 夢 想 こ そ は 君 の 無 尽 蔵 の 精 力

の 氾 濫 に ほ か な ら ぬ の だ か ら 。)

豆

「約 束 ご と 』 に は,TheVisionaryと い う 副 題 が つ け ら れ て い る 。 青 年 が 理 想 と し て 求

め た 「価 値 」 あ る い は 「夢 」(vision)と は 何 か に つ い て,ま た こ の 作 品 が 黙 示 的 性 格 を も

っ て い る こ と に つ い て 明 ら か に し な け れ ば な ら な い 。 こ の 作 品 の 構 成 が ヨ ハ ネ の 黙 示 録 と

対 比 さ せ ら れ て い る こ と に つ い て 指 摘 し な け れ ば な ら な い 。

比 較 を 容 易 に す る た め に,黙 示 録 の 該 当 す る 部 分 を 引 用 す る と,

TheREVELATIONofSaintJohntheDivines'

Chapterl

theprologue:thegivingoftherevelation;tzehessingantereaderanBarer,

Johntothesevenchurches.JohninPatmos:thecommandtowrite;theonehe

saw.}

1.TheRevelationofJesusChrist,whichGodgaveuntohim,toshowuntohis

servantsthingswhichmustshortlycometopass;andhesentandsignifieditby

hisangeluntohisservantJohn

2.WhobarerecordofthewordofCod,andofthetestimonyofJesusChrist,

andofallthingsthathesaw,

3.Blessedishethatreadeth,andtheythathearthewordsofthisprophecy,

andkeepthosethingswhicharewrittentherein:forthetimeisathand.

4.JohntothesevenchurcheswhichareinAsia:Gracebeuntoyou,andpeace,

fromhimwhichis,andwhichwas,andwhichistocome;andfromtheseven

Spiritswhicharebeforehisthrone;

5.AndfromJesusChrist,whoisthefaithfulwitness,andthefirstbegottenof

thedead,gildtheprinceofthekingsoftheearth,Untohimthatlovedus,and

washedusfromoursinsinhisownblood,

6.endhathmadeuskingsandpriestsuntoGodandhisFather;tohimbe

gloryanddomir　 ionforeverandever.Amen.

7.Behold,hecomethwithclouds;andeveryeyeshallseehim,andtheyalso

whichpiercedhim:andallkindredsoftheearthshallwailbecauseofhim.Even
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so,Amen.

8.IamAlphaandOmega,thebeginningandtheending ,withtheLord,

whichis,andwhichwas,andwhichistocome ,theAlmighty.

9.IJohn,whoalsoamyourbrother-,andcompanionintribulation,andinthe

kingdomandpatlenceofJesusChrist,wasintheislethat1ScalledPatmos ,forthe

wordofGod,andforthetestir710nyofJesusChrist .

10.IwasintheSpiritontheLord'sday,andheardbehindmeagreatvoice,as

ofatrumpet,

11.Saying,IamAlphaandOmega,thefirstandthelast:and,whatthou

seest,writeinabook,andsendituntothesevenchurcheswhichareinAsia;

untoEphesus,anduntoSmyrna,anduntoF'ergamos,andunto'rhyatira,andunto

Sardis,anduntoPhiladelphia,anduntoI.aodicea .

12.AndIturnedtoseethevoicethatspakewithme.Andbeingturned,Isaw

sevengoldencandlesticks;

13.AndinthemidstofthesevencandlesticksonelikeuntotheSonofmzn ,

clothedwithagarrneentdowntothefoot,anddirtaboutthepapswithaholden

Birdie.

14.Hisheadc111Cihishairswerewhitelikewool,aswhiteassnow;andhiseyes

wereasafLarneoffire;

15.Andhisfeethkeuntofinebrass,asiftheyburnedinafurnace;andhis

voiceasthesoundofmanywaters.

16.AndhehadII7hisrighthandsevellstars:andoutofhismouthwenta

sharptwo-edgedsword:andhiscountenancewasasthestfnshinethinhisstrength.

17.AndwhenIsawhirn,Ifellathisfeetasdead.Andhelaidhisrighthand

uponme,sayinguntome,Fearnot;Iamthefirstandthelast

18.Iamhethatliveth,andwasdead;and,behold,Iamaliveforevermore,

Amen;andhavethekeysofhellandofdeath.

19.Writethethingswhichthoubastseem,antithethingswhichare,andthe

thingswhichshallbehereafter

20.Themysteryoftheseversstarswhichthousawestinmyrighthand,and

thesevengoldencandlesticks.Thes°venstarsaretheangelsofthesevenchurches

andthesevencandlestickswhichthousawestarethesevenchurches.

ヨハネの黙 示録16)

1.イ エス ・キ リス トの黙 示。 これ は,す ぐに起 こるはず の ことを その しもべた ちに

示 すため,神 が キ リス トにお与え にな った もので あ る。 そ してキ リス トは,そ の御使 い

を遣 わ して,こ れを しもベ ヨハ ネにお告げ にな った。

2.ヨ ハ ネは,神 の言葉 とイエ ス ・キ リス トの証 し,す なわ ち,彼 の 見た ことのすべ

て の事 を証 しした。

3.こ の預言 の言 葉を朗読 す るもの と,そ れを聞 いて,そ こに書 かれて い ることを心

に留め る人々は幸 いで あ る。 時が近づ いてい るか らであ る。
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4.ヨ ハ ネか ら,ア ジアにあ る七 つの教会 へ。常 にい ま し,昔 い ま し,後 に こ られ る

方 か ら,ま た,そ の御座 の前 にお られ る七 つの御霊 か ら,

5.ま た,忠 実な証 人,死 者の 中か ら最初 に よみがえ られた方,地 上 の王た ちの支配

者で あ るイエ ス ・キ リス トか ら,恵 み と平 安が あなた方 に あるよ うに。 イエス ・キ リス

トは私 た ちを愛 して,そ の血 によ って私 た ちを 罪か ら解 き放 ち,

6.ま た,私 た ちを王 と し,ご 自分 の父 で ある神の ため に祭 司 と して下 さ った方 であ

る。 キ リス トに栄 光 と力が ある ように。 アー メン。

7。 見よ,彼 が雲 に乗 って来 られ る。 すべて の 目,こ とに彼 を突 き刺 した者 た ちが,

彼 を見 る。 地上 の諸族 はみ な,彼 の ゆえ に嘆 く。 しか り。 アー メン。

8.神 で あ る主,常 にい ま し,昔 い ま し,後 に来 られ る方,万 物 の支配者 が こ う言わ

れ る。 「私 はアル フ ァで あ り,オ メガで あ る。」

9.私,ヨ ハ ネは あなたが たの兄 弟で あ り,あ なたが た とと もに イエ スに あ る苦難 と

御 国 と忍耐 とに あず か って い る者 で あって,神 の言 葉 とあか しとの ゆえに,バ トモ ス と

い う島にい た。

10.私 は 主の 日に御 霊 に感 じ,私 の う しろに ラ ッパ の音の よ うな大 きな声を 聞い た。

11.そ の声 は こ う言った。 「あなた の見 るこ とを巻 き物 に しる して,七 つ の教会,す

な わち,エ ペ ソ,ス ミル ナ,ペ ルガ モ,テ アテ ラ,サ ルデ ス,フ ィラデル フ ィア,ラ オ

デ キ アに送 りな さい。」

12.そ こで私 は,私 に語 りか ける声 を見 よ うと して振 り向いた。 振 り向 くと,七 つ の

金 の燭 台が見 えた。

13.そ れ らの燭台 の真 中には,足 まで たれた衣 を着て,胸 に金 の帯 を締 め た,人 の子

の よ うな方が 見え た。

14.そ の頭 と髪 の毛 は,白 い羊毛 の よ うに,ま た雪 のよ うに白 く,そ の 目は燃 え る炎

の よ うで あ った。

15.そ の足 は,炉 で精練 されて光 り輝 く真 鋳 の よ うで あ り,そ の声 は大水 の音 のよ う

で あ った。

16.ま た,右 手 に七 つの星 を持 ち,口 か らは鋭 い両 刃 の剣が 出てお り,顔 は 強 く照 り

輝 く太陽 の よ うで あ った。

17.そ れで私 は,こ の方を 見た とき,そ の足 も とに倒れ て死者 の よ うにな った。 しか

し,彼 は右手 を私 の上 に置 いて こ う云われ た。 「恐 れ るな。 わ た しは,最 初で あ り,最

後で あ り。

18.生 きて い る者 であ る。 わた しは死 んだが,見 よ,い つ まで も生 きて い る。 また死

とハデ スとの鍵を持 って い る。

19.そ こで,あ なた の見た事,今 あ る事,こ の後 に起 こ る事 を書 き しるせ。

20.わ た しの右 の手 に見 えた七つ の星 と,七 つ の金 の燭 台 につ いて,そ の秘 め られ た

意味 を言 えば,七 つ の星は七 つの教会 の御使 いた ち,七 つ の燭台 は七 つの教会で あ る。

一 読 して
,構 成 の類似 は あ きらか で,ほ とん ど説 明の必 要が ない。 「私 ヨハ ネは神 の言

葉 とあか しとのゆえ に,バ トモ スとい う島にい た」(9節)は,「 約束 ご と』 の場 所が ベ

ニ スの二 大島 の一 つ,SanMarko島 で あ ることと対 応 してい る。「私 は主の 日に御霊 に感

じ,私 の う しろに ラッパ の音 の ような大 きな音を 聞いた」(10節)と 「その声 は大水 の 音
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の よ う で あ っ た 」(15節)は,「 私 」 が 瞑 想 に ふ け り な が ら,憂 欝 な 夜,ゴ ン ド ラ に 乗 っ

て 運 河 を た ど っ て い た と き,突 然 女 の 鋭 い 叫 び 声 が した 」 に 対 応 して い る 。 「振 っ む く と

そ れ ら の 燭 台 の 真 中 に は,足 ま で た れ た 衣 を 着 て … … 」(12,13節)は,「 窓 か ら 千 も の

た い ま つ が 輝 き 出 し,美 し い ア フ ロ デ ー テ 侯 爵 夫 人 の 姿 が 立 っ て い た 」 に 対 応 し,「 そ の

頭 と 髪 の 毛 は … 」,「 そ の 目 は … 」。 「そ の 足 は … 」(13～15節)は す べ て,そ れ に 対 応 す

る 彼 女 の 姿 が 描 写 さ れ て い る 。

Uponthebroadblackmarbleflagstonesattheentranceofthepalace ,andafew

stepsabovewater,stoodaffigurewhichnonewhothensawcanhaveeversince

forgotten.ItwastheMarchesaAphrodite‐theadorationofallVenice‐thegayest

‐themostlovelywhereallwerebeautiful‐

(邸 宅 の 玄 関 の 黒 大 理 石 の 広 い 敷 石 の 上,水 面 か ら階 段 を 数 歩 上 っ た あ た り に,一 ・人 の

人 影 が た た ず ん で い た が,そ の 夜,こ の 姿 を 見 た 者 は 忘 れ る こ と は で き な い だ ろ う 。 そ

れ は ア フ ロ デ ィ テ 侯 爵 夫 人 だ っ た 。 ヴ ェ ニ ス 中 の 敬 愛 の 的,華 や か な 中 に も さ ら に 華 や

か な 人,美 女 の 中 の 美 女 だ っ た 。)

Shestoodalone.Hersmall,bare,andsilveryfeetgleamedintheblackmirrorof

marblebeneathher.Herhair,natasyetmorethanhalfloosenedforthenight

fromitsball-roomarray,clustered,amidashowerofdiamonds ,roundandround

herclassicalhead,incurlslikethoseoftheyounghyacinth .Asnowywhiteand

gauze-likedraperyseemedtobenearlythesolecoveringtoherdelicateform;but

themid-summerandmidnightairwashot,sullen,andstill,andnomotioninthe

statue-likeformitself,stirredeventhefoldsofthatraimentofveryvaporwhich

hungarounditastheheavymarblehangsaroundtheNiobe .

(彼 女 は た だ 一一人 で 立 っ て い た 。 銀 色 に 輝 く小 さ な あ ら わ な 足 は,足 許 の 大 理 石 の 黒 い

鏡 に 映 っ て,お ぼ ろ な 光 を 放 っ て い た 。 髪 は 舞 踏 会 の よ そ お い を,寝 仕 度 の た め に や っ

と な か ば と き ほ ぐ した だ け で,古 典 的 な 顔 の ま わ り に,無 数 の ダ イ ヤ モ ン ドに 飾 られ,

ヒ ヤ シ ン ス の つ ぼ み の よ う な 巻 毛 と な っ て,ふ さ ふ さ と 垂 れ か か っ て い た 。 美 しい 体 を

お お っ て い る も の は,雪 の よ う に 白 い う す ぎ ぬ の よ う な 掛 布 だ け の よ う だ っ た 。 真 夏 の

真 夜 中 の 空 気 は 熱 っ ぽ く,憂 愁 を た た え て 静 ま りか え り,彫 像 の よ う な 彼 女 の 姿 も じ っ

と 動 か ず,ナ イ オ ビ の ま と う重 い 大 理 石 の 衣 の よ う に 体 の ま わ り に た れ て い る あ の 夜 霧

の よ う に 薄 い 衣 の ひ だ を 動 か す こ と さ え し な か っ た 。)

活 入 画 の よ う な 彼 女 は,し か し,不 思 議 な 動 作 を して い る 。

Yet‐strangetosay1‐herlargelustrouseyeswerenotturneddownwardsupon

thatgravewhereinherbrightesthopelayburied‐butrivetedinawidelydifferent

direction?

(し か し,一 不 思 議 な こ と に 一 そ の 大 き な 輝 く 目 は,彼 女 の 最 大 の 望 み で あ る わ が 子 の

葬 られ て い る 墓 に む け ら れ て い る の で は な く一 全 く別 な 方 向 に 釘 づ け に さ れ て い た 。)

い う ま で も な く彼 女 の ま な ざ し は 青 年 の 現 わ れ る 方 向 に む け ら れ て い る の で あ る が
,彼 女

の 彫 像 の よ う な 姿 は い つ も 不 思 議 な 謎 め い た 動 作 を し て い る 。 上 記 引 用 の よ う な 彼 女 の 印

象 的 な 姿 は,少 しつ つ 姿 態 を 変 え な が ら,何 度 も 現 わ れ て,そ れ ら は い ず れ も 秘 蹟 的 な 意

味 を 黙 示 して い る 。 は じ め は 右 像 の よ う で あ っ た 彼 女 の 姿 は,青 年 が 現 わ れ た と き,次 の

よ う に,生 命 の 通 っ た も の と な る 。

一35一



E・A・tウ の 『約 束ご と』 の 世 界

AndtheMarchesa!Herlip‐he:beautifulliptrembles:tearsaregatheringin

hereyes‐thoseeyeswhicharesoftandalmostliquid .Yes!tearsaregatheringin

thoseeyes‐andsee!theentirewomanthrillsthroughoutthesoul ,andthestatue

hasstartedintolifelThepallorofthemarblecountenanc
,theswellingofthe

marblebosom,theVcl"ypurityoftheIlnrblefeet,webeholdsuddeulyflushedover

withatideofungovemablecrimso11;andaslightshudderQ--1V2i"Saboutherdelicate

fram°,asagentleairatNapoliabouttherichsilverIiliesinthegrass .Whyshould

thatladyhltzsh

(そ して 侯 爵 夫 人 は!そ の 唇 は,美 しい 唇 は ふ る え,そ の 眼 に は 一 や わ ら か く う る ん

だ そ の 眼 に は 涙 が あ ふ れ て い る 。 そ う だ!涙 が あ ふ れ て い る 。 そ し て 見 よ!夫 人 の 身

も 心 も う ち ふ る え,彫 像 に 生 命 が 通 い は じめ た 。 大 理 石 の よ う な 青 白 い 顔,大 理 石 の よ

う な 胸 の ふ く ら み,大 理 石 の よ う な き よ ら か な 足 が,突 然,潮 の よ う に 押 し と ど め よ う

の な い 朱 の 色 に 染 ま る の が 見 え た 。 そ して ナ ポ リの 微 風 が 草 原 の 鮮 か な 銀 色 の 百 合 を ふ

る わ せ る よ う に,か す か な お の の き が 彼 女 の 優 美 な 体 を よ ぎ る 。 な ぜ 夫 人 は 顔 を 赤 ら め

る の だ7)う 。)

第 一 ・第 二 の 姿 と も黙 示 録(13～15節)を ま ね て,「 そ の 目 」,「 そ の 足 」,「 そ の 顔 」 が

描 写 さ れ て い る 。 本 文 の 「そ し て 見 よ 」(斜 体 字)も 黙 示(7,17節)を 模 して い る 。 「右

手 に 一ヒつ の 星 を 持 ち 」(16節)と 「しか し 彼 は 右 手 を 私 の 上 に 置 い て こ う 云 っ た 。」(17節)

と は 矛 盾 して い て,同 時 に 起 り え な い 。 ポ ウ は こ れ を ど の よ う に 処 理 して い る か と い う と

時 間 的 に へ だ て さ せ て い る 。 「右 手 を 置 い て こ う 云 っ た 。」 は,い う ま で も な く,夫 人 の わ

な な く手 が,青 年 の 手 に 触 れ て,あ な た は 征 服 な い ま し た 云 々 と い っ た こ と と対 応 して い

る 。 そ の 言 葉 の 意 味 は す で に 前 述 し た 。 「右 手 」(16,17節)に 関 し て は,作 品 中 で は 次

の と う り で あ る 。 青 年 の 部 屋 を 訪 れ た 「私 」 と 彼 は,室 内 に あ る 絵 画 に つ い て 語 り合 う。

「あ な た は こ の 絵,嘆 き の 聖 母(MadonadellaPieta)を ど う 思 う?」 と 青 年,「 ほ ん も の

の ギ ドー(Guido)の 作 じ ゃ あ り ま せ ん か 。 絵 画 の 世 界 に お け る こ の 聖 母 像 の 位 置 は,ま

さ に 彫 刻 の 世 界 で は,ヴ ィー ナ ス像 に あ た る も の で す ね 」 と 私 。

"Fla
.'"saiclhethoughtfully,"theVenus‐thebeautifulVenus?‐theVenusof

theMedici2-sheofthediminuiiiveheadandthegildedhair?Partoftheleftarm

(herehisvoicedroppedsoastobeheardwithdifficulty),andalltherightarmare

restorations,andinthecogttetryoftherightarmlies,Ithink,thequintessenceof

allaffectation."

(「 え!」 彼 は 考 え こ み な が ら言 っ た 。 「ヴ ィー ナ ス?一 美 し き ヴ ィー ナ ス ー メデ ィチ

の ヴ ィー ナ ス か い?一 頭 の 小 さ い,髪 を 金 色 に 塗 っ た の か い?左 腕 の 一 部 と(こ こ で

彼 の 声 は 聞 き と り に くい ほ ど 低 くな っ た)そ れ か ら 右 腕 は 全 部 修 復 され た も の な の だ 。

そ れ と あ の 右 腕 は き ざ の き わ み だ と 私 は 思 う ね 。」

頭,髪,右 腕 が こ こ で も ま た 強 張 さ れ て い る 。 ど こ に ポ イ ン トが あ る の か,秘 密 の 意 味 が

ど こ に か く さ れ て い る の か が,こ こ で も ま た 暗 示 さ れ て い る 。 左 腕 に つ い て 彼 の 云 っ た 言

葉 は 聞 き と れ な か っ た と あ る の は,黙 示 録 で は 左 腕 に つ い て は な に も 言 及 して い な い た

め,読 者 に 黙 示 録 と の 比 較 を 思 い つ か せ る た め,こ と さ ら 書 き 入 れ た ポ ウ の 技 巧 で あ る と

思 わ れ る。 い う ま で も な く黙 示 録 の 精 神 は 黙 示 で あ る か ら,こ の 作 品 の 意 味 も 黙 示 で あ る

こ と に 気 づ け ば 解 釈 で き る と い う こ と を ポ ウ は こ の よ う な 陰iliiセ的 表 現 に よ っ て 黙 示 し て い
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る の で あ る 。 さ ら に 青 年 は も う 一 枚 の 絵 を と り 出 して く る 。 「ま だ あ な た に 見 せ て い な い

絵 が あ る の だ が 」 と い っ て,壁 の 掛 布 を さ っ と 引 き あ け て 彼 が 示 し た の は,侯 爵 夫 人 ア フ

ロ デ ィ テ の 等 身 大 の 肖 像 だ っ た 。

Humanartcouldhavedonenomoreinthedelineationofhersuperhumanbeauty.

Thesameetherealfigurewhichstoodbeforemetheprecedingnightuponthesteps

oftheDucalPalace,stoodbeforemeonceagain.Butintheexpressionofthe

countenauce,whichwasbeamingalloverwithsmiles,therestilllurked(inconpre-

hensibleanomaly!)thatfitfulstainofmelancholywhichwilleverbefoundinsepa-

rablefromtheperfectionofthebeautiful.

(お よ そ 人 間 の た くみ が,夫 人 の 絶 世 の 美 を こ れ 以 上 完 壁 に 描 き 出 す こ と は 不 可 能 だ っ

た ろ う 。 昨 夜 私 の 前 に 公 爵 邸 の 石 段 の 上 に 立 っ た こ の 世 の も の と は 思 わ れ ぬ あ の 同 じ優

姿 が,ふ た た び 私 の 前 に1Lっ て い た 。 しか し微 笑 で 輝 き あ ふ れ る そ の 顔 の 表 情 に は(不

思 議 な 変 則 だ が)完 壁 な 美 に は 避 け が た い あ の 気 ま ぐれ な 憂 愁 の 影 が な お も ひ そ ん で い

た 。)

以 上 「私 」 が た び た び 目 撃 し た 夫 人 の 姿 は,今,目 の 前 の 画 布 の 上 に そ の 完 壁 の 美 を 再 現

さ れ て い た 。 「私 」 は 思 わ ず 次 の 章 句 を 口 に す る 。

"Heisup

TherelikeaRomanstatue!Hewillstand

TillDeathhathmadehimmarble!"

(か の 人 は,か し こ に て,ロ ー マ の 彫 像 の ご と く立 て り,死 が か の 人 を 大 理 石 に か え る

ま で!)

こ れ は 黙 示 録(14,16節)の キ リス トの 姿 と パ ラ レ ル を な して い る 。 寓 意 画 ・謎 絵 と して

の 意 味 も こ こ で 完 成 さ れ る 。

HerrightarmIayfoldedaverherbosom.Witllherleftshepointeddownwardto

acuriouslyfashionedvase.Onesmallfairlyfoot,alonevisible,barelytouchedthe

earth‐and,scarcelydiscernibleiiithebrilliantatmospherewhichseemedtoencircle

andenshrineherloveliness,floatedapairofthemostdelicatelyimaginedwings.

(彼 女 の 右 腕 は 胸 の 上 で 曲 げ ら れ,左 腕 は 下 方 の 妙 な 形 を し た 壷 を 指 して い た 。 片 方 だ

け 見 え て い る,小 さ な 美 し い 足 は,か ろ う じて 大 地 に 触 れ て い た 。 彼 女 の 美 し い 姿 を う

や う や し く納 め,包 ん で い る 明 る い 大 気 の な か に,霊 妙 な 一 対 の 想 像 の 翼 が か す か に 浮

ん で い た 。)

さ き ほ ど 青 年 が,聖 母 像 の 左 腕 に つ い て 聞 き と れ ぬ 声 で な に か 云 っ た と あ っ た が,や は り

こ れ が 最 後 の 鍵 で あ っ た の だ 。 今,夫 人 の 左 腕 が 指 さ し て い る 壷 に は,お そ ら く毒 薬 が 入

っ て い る と想 像 で き る 。 や は り 夫 人 と青 年 は,以 前 か ら賭 の 約 束 を か わ して い た の だ 。 今

や す べ て の 謎 が あ き ら か に さ れ る 。 夫 人 の 着 け て い る 想 像 の 翼 は,死 を 越 え て,恋 人 た ち

が ロ マ ン ス の 園 へ 飛 翔 す る こ と を 暗 示 し て い た の だ 。 「夢 見 る こ と が,私 の 生 涯 の 仕 事 だ

っ た の だ 」 と 言 う青 年 の 言 葉 は,作 者 ポ ウ の そ れ で も あ っ た ろ う。 こ こ で 思 い う か ば ず に

お れ な い の は,1831年 ゜.tウ25才の と き は じ め て 出 版 さ れ た`ToHelen'で あ る 。 ポ ウ14才

の と き の 作 と も い わ れ て い る こ の 詩 と,死 の2年 前 に 書 か れ た 「約 束 ご と 』 の メ ン トー 二

は,同 じ も の で あ っ て,ポ ウ の 生 涯 を 通 じて,ギ リ シ ャ 的 理 想 の 女 性 像 で あ っ た と い え る

夫 人 像 だ ろ う 。
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以上 の よ うに,黙 示録 との構成 の類似 は あき らかで あ る。語 り手 の 「私」 は,予 言者 ヨ

ハネの働 きを して ,天 啓 に よ って命ぜ られた こと,こ のば あいは美 の理 想像,を 書 き しる

してい る(19節)。 ヨハ ネが証言 したキ リス トの姿(13～16節)に なぞ らえて,「 私」 は,

永遠 の女性像 を証 言 した(1～3,19節)。 右の手 の指 した もの とそ の秘 め られ た意味 も

理解 され た(20節)。 「恐 れ るな。 わ た しは,最 初で あ り,最 後で あ り,生 きて い る者で あ

る。 わた しは死ん だが,見 よ,い つ まで も生 きてい る。 また死 と黄 泉 との鍵を持 って い

る」(17,18節)と い うキ リス トの言葉 が重複 され て,こ の作品で あ らわす意味 も理解 さ

れ た。 「この預言 の言葉 を朗読 す る もの と,そ れを 聞いて,そ こに書かれ て いる ことを心

に留 め る人 々は幸 いで あ る」(3節)に よ って ポウが意 図 して い るところの もの もあ き ら

か で あ る。 黙 示 録 の このキ リス トの イ メー ジは,rゴ ー ドン ・ピム」 な どにおけ るよ う

に,ポ ウの作 品 中に しば しばみいだ され る。

ア フ ロデ ィーテ夫人 の 肖像 画で あ る ヴ ィー ナ ス寓意 画 は,黙 示 録の キ リス ト像か ら 延

長,敷 街 され て,彼 女の指 さすpoisonは,キ リス ト教 徒の秘蹟 で あ るbloodに あた る も

ので あ るだ ろう。彼 女が 導 く愛 と美 の聖所 へ 至 るた めの触媒 的働 きをpoisonが して いる。

その聖 所 とは,ま た,`ToOneinPoradice'に うた われて い る地上 的 ・天 上的 至福の楽 園

であ る。 その楽 園に入 るた めには,生 命 を捨 てな ければ な らな い。 生命 を捨 て る ことによ

って永生 を得 るとい うのは,ま た,キ リス ト教 的逆説 をふ まえてい る。 煩 悩 の消 滅(the

extinctionofpassion)に よ って 浬 葉に入 る,と す る仏教的 浄土思想 と も共 通 した要素 で

あ る。
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